
       令和３度 子どもゆめ基金２０周年記念事業 

「なすかしの森 セカンドスクール」 
  

 

 

１．趣旨   

「なすかしの森セカンドスクール」は，参加児童のみならず教師・保護者・教育支援スタッフ・施設職員が学び合う

場として，「五者の育ちの場」となるよう，５つの視点の目標を掲げる。 

（１） 自然の家では，学習指導要領の方向性を踏まえ，教科等に関連付けた活動プログラムを提案・実施することに

より，「主体的・対話的で深い学び」につなげ，集団宿泊活動の教育効果を高める。 

（２） 児童にとっては，自然の家が有する教育環境や自然を生かした自然体験や生活体験をすることにより，「基本

的な生活習慣」を体得するとともに，自己肯定感・コミュニケーション力や実践的な態度・行動力を養う。 

（３） 教職員にとっては，自然の家の教育環境・教育資源を活用した教育活動を１週間程度実施することにより，カ

リキュラムマネジメントの視点を学び，資質，能力の向上を図る。 

（４） 大学生にとっては，支援スタッフとして関わることにより，学校教育・社会教育の理解につながり，社会人と

してのキャリア形成の一助とする。 

（５） 保護者にとっては，長期間子供と離れて過ごすことにより，子供への愛着や子育てのふりかえりの機会とする。 

２．主催  

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立那須甲子青少年自然の家 

３．共催 

各対象小学校 

４．後援  

福島県教育委員会 西郷村教育委員会 棚倉町教育委員会（予定） 

５．期間  

令和３年１０月（下旬）～１１月 各校４泊程度 

６．活動場所  

国立那須甲子青少年自然の家及びその周辺 

７．対象  

西郷村・棚倉町立小学校５年生 

８．主な活動内容 

 スクールタイム  ：教科等に関連づけた体験活動プログラムなど（沢歩き活動など） 

 なすかしの森タイム：自主学習（宿題など）・放課後活動（キャンドルファイヤーなど） 

９．その他 

（１）各学校のねらいを達成するために，自然の家の企画提案を踏まえて協議を行い，活動内容を決定する。 

（２）自然の家が主催する事業としての責任を負うものであるが，学校の教科教育を行う「スクールタイム」について

は，学校側の責任において実施する。 

（３）（２）を踏まえ，「スクールタイム」は学校側の保険に加入し，「なすかしの森タイム」は，独立行政法人国立青

少年教育振興機構の指定する保険に加入する。 

１０．問い合わせ 

国立那須甲子青少年自然の家  担当：企画指導専門職 

     〒961-8071 福島県西白河郡西郷村大字真船字村火6-1    TEL 0248-36-2331 FAX 0248-36-2150  

E-mail nasukashi-ki@niye.go.jp ホームページ https://nasukashi.niye.go.jp 

開催要項 

［個人情報の取扱］ 

ご記入いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関する

事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。 

本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感想文等の著作物を、当機構の広報等に使用する目的で、報告書や刊行物、インターネット（ソーシャルメディアサ

ービスを含む）等に掲載することがあります。また、新聞社、雑誌社等が発行する刊行物に記事・写真を掲載することもあります。※個人が特定されないよう十分配慮

いたします。 

mailto:nasukashi-ki@niye.go.jp
https://nasukashi.niye.go.jp/

